
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜編集・発行＞ 湖東地区まちづくり協議会 2015．10 

 

9 月 16 日、湖東第一小学校では春に植えた稲の刈取り作業を行ないました。この稲刈りは「たんぼのこ」

授業の一環で取り組んでいるもので、3年生から５年生までが参加しました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農業を考える！ 

(農法)稲田ファミリ―の名称の中で“稲田”は、氏神様

（うじがみさま）の稲田の名号を戴いたもので、“ファミ

リ―”は、集落が一体となって家族的な農業が行える  

ように付けたものであり、『集落の農地は集落のみんなで

守ろう』を合言葉に集落営農に取り組んでいます。 

「農業は大変だ、良いことはちょっともあらへん！」と

の声をよく耳にします。過去の歴史やお年寄りの声など 

から、いつの時代も農業は大変だったようです。 

今までの個々の農家単位で取組んできた農業から脱却

し、一集落がまとまった農業をすることによって、米、

麦、大豆、野菜の計画的な作付けができ、大型機械の  

導入による効率的な農作業も可能となりました。 

近年始めた野菜作りは、老若男女を問わず参加できる 

ことから、「みんなで 

がんばる集落営農組織」 

として輝いていきたいと 

思っています。（山川） 

作業する北清水町営農部会の皆さん 

～ みんなでがんばる集落営農 ～ 

（農事組合法人）稲田ファミリー   

 

～ 新品種“みどり豊”の栽培 ～ 

（農業生産法人）あぐりきっず 

 

～ 農業に関することを調べてみよう ～ 

“農業委員会って何？”  

～自然農の活動 ～“ノラノコ“  

 

「いつまでも子どものような好奇心を持って農業がしたい」と

の想いを込めて、平成２４年大沢町にて“あぐりきっず”を立ち

上げたのが、代表者の  坂嵜 潮（さかざき うしお）さんです。 

坂嵜さんは、びわ湖と山に挟まれた平野部に位置し、水資源に

も恵まれた、この湖東地区の土地であれば美味しいお米が栽培で

きるのではないかと確信し、農業生産法人の設立に踏み切り  

ました。 

「あぐりきっずでは、大学時代の親友が育成した、オリジナル

品種『みどり豊』を栽培しています。このお米は、大きいめの粒

にすっきりとしたあと味でもちもちとした粘りと旨みがあり、 

冷めても食味の良さが続きます。」と、栽培する米の特徴を  

話されます。 

また、この品種は栽培している地域や生産者が少ないこと  

から、なかなか一般の店頭では見ることができない希少な米だ 

そうです。 

「今年も美味しいお米が収穫できました。ひとりでも多くの方

に味わっていただきたいです。」と、栽培する米を自信を持って

薦められます。 (西澤) 

 

「みどり豊」の問合わせ先 

 電話 0749-45-0155 

 “農業委員会”言葉は、聞かれたことがあると思います。

ご存知ない方のために参考までに調べてみました。 

 

行政委員会の一つで、農業委員会等に関する法律（1951

年）によって市町村に設置された行政補助機関となって  

おり、従来の農地・農業調整・農業改良の各委員会を統合し

たものです。農地利用、交換分合、自作農創設維持等に  

関する事業や農業、農村に関する振興計画、調査研究、  

啓蒙、宣伝等について建議や答申を行なっています。 

詳しい業務は、次のとおりです。 

１ 農地の確保と有効利用に向けて取り組みます。 

 （効率的な農地利用について、農業者を代表して公正に 

審査します。） 

 ・農地法にもとづく許認可 

 ・農地の利用状況調査 

 ・遊休農地対策 

２ 地域農業の振興に向けて取り組みます。 

 （農業の担い手育成と農地の有効利用を通じて、地域社会

と地域農業の発展を目指します。） 

 ・認定農業者等へのアドバイス 

 ・農地の貸し借りを通じた利用集積 

３ 農業者の要望の実現に向けて取り組みます。 

 （農業者・集落または農業団体の声を行政・政策に反映 

します。） 

 ・農業者、集落、農業団体からの声 

 ・建議、要請活動 

“ノラノコ”は、自然に寄り添いながら自分たちの手で 

「つくる」ことを通して、自由に愉しみながら生きる力を育み

自然体で暮せる活動をしている団体です。現在、祇園町の畑と

田んぼを借りて、稲作や畑作、藍作（あいさく）をされていま

す。 

代表の ウエノ チシン さんに活動内容をお尋ねしたところ、

「祇園町は山が近くて水が美味しい、とても魅力ある土地で

す。講師に特殊な栽培方法に挑む 欽佐ェ門 （きんざえもん）

先生をお迎えして、１０種類の野菜を栽培しています。今日は

草刈りと種まきをします。」と、意欲的に取り組んでいるよう

です。 

作業に励んでいるお母さんは「子どもに自分が納得できる 

ものを食べさせたいと考えて参加しています。」と、草刈りに

精を出しておられました。 

欽佐ェ門 先生の『肥料を与えない、農薬を播かない、   

耕さない』などの栽培方法で野菜ができるのかということに 

疑問を持ちましたが、“ノラノコ”畑には生き生きとした大豆

が育っています。また、刈った草を大豆の根元に丁寧に敷いて 

いかれる作業を見ていると私も“ノラノコ”の活動に一度、 

参加してみようかと感じました。（福田） 

草刈りをする参加者 

https://kotobank.jp/word/%E8%A3%9C%E5%8A%A9%E6%A9%9F%E9%96%A2-133088
https://kotobank.jp/word/%E4%BA%A4%E6%8F%9B%E5%88%86%E5%90%88-61680
https://kotobank.jp/word/%E8%87%AA%E4%BD%9C%E8%BE%B2-73149


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回は、茶色とレンガ模様の可愛い 

い 美容室 BROWN SUGAR ♀  

（ブラウンシュガー）の 青山 香奈絵 

（かなえ） さんを紹介します。 

中学生の時に職場体験で美容室に行ったことがきっかけで母と『将来、

美容師になるか……』と話していたことで夢が膨らみ、高校卒業後、  

美容学校へ進学。ある雑誌に掲載されていたヘアスタイルの写真を見て

『絶対、この美容室で働きたい』と、自らあこがれの美容室に連絡して

面接を受け、夢を現実にかえた香奈絵さん。大阪での修行を積み、独立

したい、そして自分が学んだ技術ややりたいことを滋賀で発信していき

たいという想いで、今年５月に店をオープンされました。 

「BROWN SUGAR ♀とは、魅力的な女性という意味があり、店名

のとおりの女性になるためのお手伝いをさせていただきます。お客様に   

くつろいでもらえるように、店内は落ち着いた雰囲気でほっと一息つけ

る空間にしています。使用する薬剤も、髪や地肌に優しい物を選り   

すぐって使っているので髪もツヤツヤになります。」と、訪れる方を  

大切にしている香奈絵さん。 

ヘアセットやスパメニューも充実しており、アフロ、トレッド、   

ブラックヘアーも得意とされていますので興味がある方はぜひご来店 

ください。（高野） 

 

 Hair Design  
BROWN SUGAR ♀ 

小八木町1502-2 

電話 0749-45-3497 

営業時間 10：00 ～ 19：00 

定休日 毎週月曜日、第１火曜日、第３日曜日 

・セットは時間外の予約も受付可能です。 

・基本予約制ですがご来店時、空いてい 

たら相談応です。 

・ご新規の方：ご予約の際に“広報見たよ”と 

 おっしゃっていただいたら10％ OFFさせていただきます。 

～ ただ今商い中 ～  

BROWN SUGAR♀ 

 ～小八木町～ 

昨年の３月に、我が家に待望の男の子が誕生しました。新たな家族が増え、  

初めての子育てにハラハラドキドキの一喜一憂の私に「大丈夫、大丈夫」と主人

や家族にいつも優しく励まされています。 

息子の 勇貴 の名前は、私の ゆう子 の ゆう（勇）と主人の 伸貴 の（貴）を   

取り、２人の大切な子どもだからと主人が名付けてくれました。 

コミュニティーセンターで行われているリトミック教室や子育て支援センター

の広場、プチひまわりさんの活動に参加させてもらっています。地元の皆さんに

は、大変お世話になっています。 

電車や車、バス等のタイヤをジッと見つめる息子。ゆっくりでいいから、想像

力の豊かな子、心の豊かな子に育ってほしいです。 

 

～我が家の笑顔～  川嶋さんちは 笑顔がいっぱい  

お父さん 伸貴（のぶたか）さん 
お母さん ゆう子（ゆうこ）さん  
長男   勇貴（ゆうき）くん (１歳6ヶ月) 

読者プレゼント！ 
美容室 BROWN SUGAR ♀のヘッドスパ利用券（\2,000）を3名 の方にプレゼントします。ご希望の方は、下記の要領によりご応募ください。 
＜応募方法＞ 
あなたの住所、氏名、電話番号を記入の上、まち協事務局まで、はがき、メールまたはFAXでお送り下さい。 
締め切り： 11月10日（火）必着 

湖東地区人権のまちづくり協議会では、自らの学びを  

通して、地域・職場からいじめや差別、偏見を無くしていく

活動を行なっています。 

今年も、活動の一環として「人権のまちづくり講座」３回

講座を下記日程により開催します。一人でも多くの方の  

ご来場をお待ちしております。各回とも、ご来場の方には、

啓発グッズをお渡しします。ぜひご参加いただきますよう 

ご案内します。 

 

・ 第１講座『人権コンサート』 

 １１月１１日（水）午後７時３０分～午後９時００分 

  演題 「心とからだのハーモニー」（合唱と二胡の演奏） 

  講師 「麦わら帽子」と「二胡っ娘」の皆さん 

・ 第２講座『人権落語』 

 １１月１８日（水） 午後７時３０分～午後９時００分 

  演題 ～知らなかったではダメ～  

笑いでコミュニケーションづくり 

  講師 落語家 笑福亭 学光（がっこう）さん 

・ 第３講座『講演』 

 １１月２６日（木） 午後７時３０分～午後9時００分 

  演題 昔の私・今の私 私を変えた「結婚差別」 

  講師 甲賀市 人権・同和教育指導員 西田 喜美枝さん 

 

～ お知らせ ～  

「第１１回 湖東地区人権のまちづくり講座」の開催 

青山 香奈絵 さん 

店の外観 

笑福亭 学光（がっこう）さん 
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２日 （月）19:30～ 四季の花に親しむ教室

10・24日（火）14:00～ レザークラフト教室

10・24日（火）19:30～ コーラスに挑戦

11日 （水）８:30～ 郷土探訪教室

13日 （金）10:00～ プラチナ教室

16・30日（月）19:30～ 三味線に挑戦

17日 （火）10:00～ フラダンス教室

17日 （火）13:30～ 書道教室

21日 （土）13:30～ ミラクルレディー教室

24日 （火）13:30～ ﾊﾟﾃｨｼｪに学ぶ本格ｽｲｰﾂ教室
28日 （土）９:00～ こどもクッキング教室

29日 （日）９:00～ 季節野菜おいしくクッキング

　　     11月　さざんか学習講座

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 
                  

 

 

 

 

湖東地区地域教育協議会主催「ことう通学合宿」を開催！  

 

 

～ 診療所からのお知らせ ～ 
『健康管理について』  湖東診療所 所長 杉山 祐介（ゆうすけ） 

 

 

 

医学は日々進歩していますが、病気にかからないことがもっとも理想的でしょう。 

そのための取組みを広い意味で予防医療と呼びます。 

一次予防は、病気の原因を発症前に取り除く行為。 

二次予防は、すでに発生した病気を早期発見して無症状の段階で治療する行為。 

三次予防は、病気が発症したあとに合併症を防ぐために行われる医療です。 

今回は、一次予防についてお話しします。 

一次予防の代表例として、予防接種は、小児に対するさまざまな定期接種に加えて、肺炎球菌ワクチンなど成人対象

の接種も導入されつつあります。カウンセリングは、禁煙外来やメタボリック症候群に対する食事・運動指導、うつ病

の早期発見などが挙げられます。近年は「ロコモティブ症候群」という概念が急速に広がり、高齢者の転倒を予防する

取組みが注目を集めています。 

以上のとおり予防医療は多岐にわたりますが、診療所は一次予防を主体としつつ二次・三次予防 

の一部に関わっているといえるでしょう。みなさんの窓口として今後もお役に立つことができれば 

と考えております。 

９月３０日から１０月３日までの３泊４日、湖東 
コミュニティセンターを利用して、５年生１４人、  
６年生１０人が「ことう通学合宿」に参加しました。
４つのグループに分かれて、「ドミノ倒し」や    
「カプラブロック」を行ない、夕食は、食事の    
支度から後始末までみんなで助け合いながらがんばり
ました。家なら家族がしてくれることも自分たちで 
しなければならない経験など、有意義な４日間を  
過ごしました。 

 

カプラブッロクに挑戦する生徒 

参加した児童 

～豊椋地区を知ろう！～ 
え ち ゆ たど

 奈良時代（８世紀）には、すでに完成していた灌漑用

水路（愛知井）は、現在も形を変えて利用されていま

す。そんな水路をウォーキングでまわりましょう！ 

平成２７年１２月６日（日）９時～１２時  

集合場所：湖東第三小学校（長町側）駐車場 

持 ち 物：水筒、雨具（天候により） 

募集人員：３０名 ＋ 運営スタッフ 

申込期限：１１月２０日（金）までに 

湖東コミュニティセンターへ

主 催：青少年育成市民会議湖東支部 

協 賛：湖東地区まちづくり協議会 

mailto:suki-koto@e-omi.ne.jp
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